
Ⅰ
．
日
本
人
の
３
大
死
因

日
本
人
の
３
大
死
亡
原
因
は
、

『
が
ん
』
『
脳
血
管
疾
患
』
『
心
疾

患
』
で
す
。

そ
の
う
ち
脳
血
管
疾

患
と
心
疾
患
は
、
血
管
壁
が
厚
く
な

り
弾
力
性
を
失
う
な
ど
し
て
血
管
が

劣
化
し
狭
く
な
る
『
動
脈
硬
化
』
が

原
因
と
な
る
病
気
で
す
。
こ
の
動
脈

硬
化
は
生
活
習
慣
と
の
関
わ
り
が
深

く
、
20
代
か
ら
知
ら
な
い
う
ち
に
進

行
し
、
中
高
年
以
降
に
病
気
が
発
症

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

Ⅱ
．
動
脈
硬
化

動
脈
は
、
内
膜
・
内
弾
性
板
・
中

膜
・
外
膜
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
脈
が
強
く
弾
力
性
に
富
ん
で
い

れ
ば
、
す
べ
て
の
臓
器
や
筋
肉
な
ど

へ
の
必
要
な
栄
養
供
給
は
順
調
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
動
脈

へ
の
酸
素
供
給
や
栄
養
供
給
が
不
足

し
た
り
、
高
血
圧
の
た
め
血
管
に
過

度
の
負
担
が
か
か
っ
た
り
す
る
と
動

脈
壁
で
新
し
い
細
胞
が
作
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
管
の
弾

力
性
や
柔
軟
性
が
失
わ
れ
、
硬
く
な
っ

た
血
管
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど

が
溜
ま
り
内
径
が
狭
く
な
り
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態

を
動
脈
硬
化
と
い
い
ま
す
。

Ⅲ
．
動
脈
硬
化
の
危
険
性

動
脈
硬
化
は
無
症
状
で
進
行
し
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
放
置
す
る

と
後
段
の
よ
う
な
脳
出
血
・
脳
梗
塞
・

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
全
身
障
害

（
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
）
な
ど
死
亡

率
の
高
い
病
気
に
発
展
す
る
可
能
性

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

１
．
脳

脳
出
血
（
く
も
膜
下
出
血
）

脳
の
血
管
が
破
れ
て
し
ま
う
病
気

脳
梗
塞

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
病

気
２
．
心
臓

狭
心
症

心
臓
を
取
り
巻
く
冠
動
脈
が
狭
く

な
っ
て
生
じ
る
病
気

心
筋
梗
塞

心
臓
を
取
り
巻
く
冠
動
脈
が
詰
ま

り
、
心
筋
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気

３
．
全
身

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

足
の
筋
肉
へ
の
血
液
が
減
り
、
歩

く
と
足
が
痛
む
な
ど
の
症
状
が
あ

る
病
気
。

Ⅳ
．
動
脈
硬
化
の
原
因

動
脈
硬
化
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
誰

に
で
も
生
じ
る
老
化
現
象
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
、
個
人
差
が
大
き
く
、

食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
重
篤
な
病
気
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
も
、
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。

Ⅴ
．
動
脈
硬
化
を
診
断
す
る
た
め
の

主
な
検
査
法

ど
の
血
管
の
動
脈
硬
化
を
診
断
す

る
か
に
よ
っ
て
検
査
（
診
断
）
法
は

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
検
査
法

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１
．
眼
底
検
査

２
．
超
音
波
検
査
：
頸
動
脈
超
音
波

検
査
、
腹
部
超
音
波
検
査

３
．
Ｃ
Ｔ
検
査

４
．
Ｍ
Ｒ
Ｉ
，
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査

５
．
心
電
図
検
査

６
．
Ａ
Ｂ
Ｉ
（A

n
k
l
e

‐B
r
a
c
h
i
a
l

I
n
d
e
x

）
上
肢
と
下
肢
の
血
圧

比

７
．
Ｐ
Ｗ
Ｖ
（P

u
l
s
e

W
a
v
e

V
e
l
o
s

i
t
y

）
脈
派
伝
搬
速
度

当
院
で
は
、
平
成
20
年
2
月
よ
り

動
脈
硬
化
の
早
期
発
見
に
加
え
、
客

観
的
評
価
が
可
能
な
最
新
の
血
圧
脈

波
検
査
装
置
『form

（
フ
ォ
ル
ム
）
』

を
導
入
し
、
検
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

本
号
に
お
い
て
は
、
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
の
早
期
発
見
、

診
断
な
ど
動
脈
硬
化
の
総
合
評
価
が

可
能
な
Ａ
Ｂ
Ｉ
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
動
脈
硬

化
検
査
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

★
検
査
で
何
が
分
か
る
の
？

動
脈
の
狭
窄
・
閉
塞
お
よ
び
硬
化

の
進
行
度
を
簡
便
に
測
定
、
診
断
で

き
る
検
査
機
器
で
す
。

年
齢
に
対
す
る
動
脈
硬
化
の
進
行
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度
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
末

梢
血
管
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
、
細

く
狭
く
な
っ
て
い
な
い
か
や
、
硬
く

な
っ
て
い
な
い
か
を
な
ど
を
調
べ
る

事
が
で
き
る
検
査
で
す
。

★
ど
う
い
う
場
合
に
受
け
た
ら
よ
い

の
？以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
思
い
当
た

る
方
や
心
配
な
方
は
動
脈
硬
化
検
査

を
お
勧
め
し
ま
す
。

１
．
肥
満

２
．
高
血
圧

３
．
高
脂
血
症

４
．
糖
尿
病

５
．
喫
煙
歴

６
．
ス
ト
レ
ス
が
強
い

７
．
更
年
期

８
．
ア
ル
コ
ー
ル
過
大
摂
取

９
．
手
足
の
冷
感
・
し
び
れ
感

★
動
脈
硬
化
検
査
の
手
順
は
？

測
定
時
間
は
準
備
す
る
時
間
を
入

れ
て
も
わ
ず
か
5
分
程
度
で
す
。
痛

み
は
な
く
、
寝
て
い
る
だ
け
で
簡
単

に
終
わ
り
ま
す
。
薄
手
の
服
な
ら
着

替
え
る
こ
と
な
く
血
圧
を
測
定
す
る

感
覚
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
身
長
・
体
重
を
測
定
し
ま
す
。

２
．
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
寝
て
も
ら
い
、

心
電
図
・
心
音
計
、
両
腕
（
上

腕
）
、
両
足
首
の
4
箇
所
に
血

圧
計
の
カ
フ
を
装
着
し
ま
す
。

３
．
両
腕
（
上
腕
）
、
両
足
首
の
4

箇
所
の
血
圧
と
脈
波
を
2
回
測

定
し
ま
す
。

★
検
査
結
果
は
？

測
定
結
果
は
す
ぐ
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
動
脈
硬
化
の
程
度
を
数
値
・

グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
結
果
表
に
基
づ
き
、

医
師
、
看
護
師
よ
り
今
後
の
生
活
や

病
気
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。

★
ど
う
し
て
動
脈
硬
化
が
わ
か
る
の
？

■
Ａ
Ｂ
Ｉ
（A

n
k
l
e

B
r
a
c
h
i
a
l

I
n
d

e
x

）ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
に
よ
る

下
肢
動
脈
の
狭
窄
・
閉
塞
の
検
査

（
足
関
節/

上
腕
血
圧
比
）

健
康
な
方
の
足
首
血
圧
は
上
腕
血

圧
と
同
じ
か
や
や
高
い
の
が
普
通
で

す
。
も
し
足
へ
行
く
血
管
が
狭
く
な
っ

て
い
た
ら
、
足
に
は
十
分
な
血
液
が

届
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
足
で
測
っ
た

血
圧
は
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
腕
の
血
圧
と
足
首
の
血
圧
を

比
較
す
る
こ
と
で
「
血
管
の
狭
さ
」

を
推
定
す
る
こ
と
が
が
で
き
る
の
で

す
。

足
の
動
脈
が
狭
く
な
る
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
な
ど
の
診
断
に
有
用

で
す
。

※
Ａ
Ｂ
Ｉ
値
が

0.
9
以
下
だ
と
動

脈
の
狭
窄
ま
た
は
閉
塞
を
疑
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｗ
Ｖ
（P

u
l
s
e

W
a
v
e

V
e
l
o
c
i
t

y

）
動
脈
壁
の
硬
さ
の
検
査
（
脈
波
伝

搬
速
度
）

心
臓
の
拍
動
が
動
脈
を
介
し
て
、

手
や
足
に
届
く
速
度
で
す
。

健
康
な
方
の
血
管
は
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー

ブ
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
弾
力
性
が
あ

る
た
め
拍
動(

脈
波
）
を
血
管
壁
で

吸
収
す
る
こ
と
で
速
度
が
遅
く
な
り

ま
す
。
一
方
、
動
脈
硬
化
が
強
く
動

脈
が
硬
い
程
、
血
管
は
鉄
パ
イ
プ
の

よ
う
に
弾
力
性
が
な
く
な
り
拍
動
が

(

脈
波
）
が
血
管
壁
で
吸
収
さ
れ
ず

伝
播
速
度
が
速
く
な
り
ま
す
。

直
接
測
定
部
位
と
は
関
連
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
脳
出
血
（
く
も
膜
下
出

血
）
、
脳
梗
塞
、
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
病
気
で
伝
搬
速
度
は
速
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｗ
Ｖ
値

が
13.

5

m
/
s

以
上
だ

と
動
脈
硬
化
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ⅵ
．
終
わ
り
に
あ
た
っ
て

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
動
脈
硬
化

に
基
づ
く
疾
患
、
特
に
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
疾
患
に
罹
患
す
る
と
生
命
の
質

は
著
明
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

40
歳
以
上
で
喫
煙
、
肥
満
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
冷
感
・
し
び
れ
感

な
ど
思
い
当
た
る
方
は
早
急
に
動
脈

硬
化
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

も
し
、
年
齢
に
比
較
し
て
動
脈
硬

化
が
進
ん
で
い
る
結
果
が
で
た
ら
今

か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医

師
、
看
護
師
の
指
導
の
も
と
、
生
活

改
善
に
努
め
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
人
は
動
脈(

血
管
）
と
共
に
老
い

る
」
と
言
い
ま
す
。
無
症
状
で
あ
っ

て
も
一
度
検
査
を
受
け
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

【
今
月
の
記
事

検
査
技
師

松
岡
】

第６８号 中込内科新聞 ２００８年（平成２０年）４月８日発行

診療時間変更のお知らせ

4月より診療時間が一部変更になりました。
従来は午前の診療終了時間が曜日によって
異なっておりましたが、4月からは全て

"午前の診療は13時まで"に統一されました。
それ以外は従来通りです。

編
集
後
記

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

2
年
ぶ
り
の
研
修
慰
安
旅
行
が

無
事(

？)

終
了
致
し
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
度
恒
例
の
旅
行
記(

中
込
内
科

珍
道
中)

は
次
号
掲
載
予
定
で
す
。

4
月
よ
り
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
患
者
様
に
は
受
付

で
簡
単
に
ご
説
明
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

ご
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い

ま
せ
。

【
事
務
長

奈
良
】

新 診療時間 月 火 水 木 金 土

9：00～13：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14：30～18：00 休 ○ 休 ○ ○ 休


